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短期大学部卒業・修了作品、芸術学部進級作品
会期／２００４年２月４日（水）～２月８日（日）　９：００～１７：００
　　　※２月４日（水）のみ１２：００～１７：００
会場／京都市美術館（京都市左京区岡崎）

芸術学部・短期大学部進級作品
会期／２００４年２月７日（土）～２月１３日（金）　９：００～１７：００
会場／京都嵯峨芸術大学

　学生生活の中で磨いた感性と表現力を発表

する展覧会が毎年２月に開催する「制作展」です。

　今年度の制作展は、前身の嵯峨美術短期大

学から現在まで３２回積み重ねてきた展覧会と大

きく変わります。それを今回の見所として、ご紹介

します。

（１）芸術学部の進級制作展を美術館で開催

　短期大学部の卒業・修了作品に加え、芸術学

部一期生（現３回生）の進級作品を初めて京都

市美術館に展示します。

　芸術学部造形学科には、日本画/油画/版画/

彫刻と、本学園にとって新しい領域であるメディ

アアートの５分野があり、それぞれに次代への可

能性を秘めた新たな造形表現への挑戦が展開

されることと期待します。

　また、世界に先駆けて同学部に設置した観光

デザイン学科の先鋭的なカリキュラムから生まれ

る研究や作品も、初めて一堂に会することになり

ます。「観光デザイン」とは何なのか、どのような

ことが学べる学科なのか、どのような人材が育つ

のか、という問いに対する答えになるのではない

でしょうか。

（２）学生の意匠による広告展開

　ここ数年、プロのデザイナーに依頼して制作

展の広告展開を行ってきましたが、“自分たちの

制作展は自分たちの手でイメージづくりをしたい”

という学生の強い要望から、今年度は学生の意

向を活かした広告展開を試みることにしました。

　実際には、教授会組織である制作展委員会

の中に有志の学生による制作展広報委員会を

組織させ、企画立案からデザイン制作に至るま

で極力学生たちの手で行える体制を整えて、告

知に使用する案内ハガキとポスターの原画を学

内から募集しました。

　応募テーマを“ぎゃふんといわせろ！”に設定し

た、この原画コンクールでは、学生と６名の教員

審査員による投票の結果、応募総数２８点の中

から最も得票数の高かった堂下真紀子さん（短

期大学部美術学科グラフィックデザイン標準コー

ス２回生）の作品が、今年度の制作展イメージと

して採用され、原画をもとにしたデザイン原稿づく

りも学生制作展広報委員会と堂下さんが協力し

て仕上げました。関わった学生たちは、ひとつの

印刷物ができあがるまでの過程を通してデザイ

ン作業の難しさなどを経験し、今年度の広告展

開には教育的効果も十分あったと考えます。

　なお、この学生の手によるポスターは、関西圏

の公共施設等に配布するほか、主要交通機関

において広く掲出する予定です。ご父兄のみな

さまや関係各所へは案内ハガキを郵送します。

（３）より充実の学内制作展

　学内では、芸術学部２回生と短期大学部１回

生の進級制作展を開催します。「university≒

museum～創造発信～」をテーマに、大学全体

を展示会場とし、さまざまな企画を用意しています。

　京都嵯峨芸術大学完成年度へ向けて、今ま

で以上に表現分野を広げながらも、学生一人ひ

とりに対する教員のサポートを充実させています。

芸術学部・短期大学部ともに作品の濃度がさら

に増し、一段と活性化した「制作展」にぜひ足を

お運びください。



「村の学校」　２００号／テンペラ・油彩　２００２年制作「古楽器によせて」　１５０号／テンペラ・油彩　１９８３年制作

　退職記念展には、嵯峨美術短期大学の教員

になってからの作品を並べた。

　画集の印刷でない実物の作品を観たい－こ

の芸術への憶い断ちがたく、１６年間勤めた会社

を辞め、二番目の娘が生まれた頃、無謀とも思える

画家への道を歩き始める。諸国を巡り、書物を読み、

特にシエナのモンテ・デ・バスキ財団の厚意により

シエナ派を研究した。華やかなフィレンツェ派やロ

ーマ派と違う、地味とも云えるシエナの作品群は、

私の目指していたものと一致し、作品に結晶し始め、

５年程の研究と制作期間を経たのち、恩師、佐和

隆研初代学長のすすめを得て、開設されたばか

りの美術教養コースの洋画指導教員となった。

４５才を過ぎた再出発であった。

 このコースは、佐和先生の永年の構想から生ま

れた学科で、実習と美学美術史とが結びついた、

我国でもユニークなカリキュラムを持って、日本画

か洋画、銅版画を選んで、文献を講読し、美術史

演習で美術館や寺院を訪れ、卒業論文を書かせ

るクラスであったが、佐和先生の没後、その性格

が明確でないとする理由からか、廃科となった。

その後、洋画コースへと転科し、今日に至っている。

　かつて、中学、高校と、美術のクラブ活動にの

めりこんだ若輩の私が、京都市立美術大学（現：

京都市立芸術大学）へ入学したとき、先生方の

教養の深さに圧倒される。黒田重太郎師は、画

家として二紀会の創立会員であるとともに、多数

の美術史関係の著者であり、須田国太郎師は、

独立美術や芸術員会員の画家でありながら、写

実絵画やベネチュア派の研究で知られる学者で、

他コースでも我国美術界の頂点に立つ日本画家

や工芸作家が並び立たれ、その時代に学生生活

を送れた私には夢のような雰囲気であった。

　画家でありながら学問的教養を身につけたい、

そんな想いが、実習の先生も講義するようにとの

大学の要望に、ささやかながら参加しようと、専攻

科に構図論と西洋伝統技法の２講座を開いたが、

３月には、私の退職を機にこの講座は消失する。

　退職記念展でも示されているように、西洋絵画

の研究からくる６０才までの制作にも、還暦を機に

大きく転換する。この動きは、５０才の中頃から徐々

に芽生えたものだが、西洋から東方への関心か

らの創作発展となった。シルクロード、インド、中国、

またアフリカ諸国への美術研修が、西洋絵画の

研究との二つの大きな流れとなっている。

　新しい美術運動はすぐに古くなる。浅い外国

の模倣は、我国の真の芸術文化に根づかない。

流行に振り廻されることなく、自分で見つけたもの

を掘り下げ、作品の質を高める。日本の文化遺産

になれるような作家を京都嵯峨芸術大学から育

てたい。その願いを後進の先生方に託して、３月

にこの学園を去る。

泉地保雄 IZUMICHI Yasuo

京都嵯峨芸術大学短期大学部　教授

1933年大阪生まれ
京都市立美術大学洋画科を卒業後、
京都新聞社勤務を経て、本学短期大
学部の前身である嵯峨美術短期大学
の美術教養コースに講師として着任。
助教授ののち教授として洋画実習等
の指導にあたる。
2004年3月、京都嵯峨芸術大学短期
大学部教授を退職予定。
二紀会委員、二紀会京都支部長を務
める他、個展を毎年開催するなどして
活躍している。

退職記念展『感動から創作へ』
２００３年１０月２１日（火）から１１月１日（土）
まで、本学附属ギャラリー「アートスペ
ース嵯峨」にて行われた。
会場には、テンペラと油彩を併用する
混合技法で描かれた大作から、旅先
でのスケッチなど、初期から近年までの
作品約３０点が所狭しと展示された。
展示作品のひとつ、会場正面に据え
られた２００号の大作「村の学校」につ
いて泉地先生は、“学ぶ心は環境に
左右されないことを大学を去るメモリ
ーとして描いた”と、研究紀要第２８号
（２００３年３月発行）に記している。



平成１６年度予算編成基本方針

　平成１６年４月完成の学生情報センター

（仮称）や附属図書館を中心とした罧原

校舎（仮称）の建設をはじめ、学生生活が

より充実できるよう、教育環境整備を推進

しているところですが、先回７月の理事会

で確認された「学園運営の基本方針なら

びに将来計画」に基づき、その推進と具

現化を基本とした予算編成基本方針が、

このほど承認されました。

　第三者認証機関への対応や、地域へ

の文化発信プロジェクトの推進なども、基

本方針として認められました。

　各部門からの事業計画案をもとに、本

学の重要な事業を効率よく推進するため、

予算主義の徹底をはかり、さらなる教育環

境の充実をめざします。

大学院設置構想

　京都嵯峨芸術大学大学院（芸術研究科・

芸術文化専攻）の設置構想が、理事会に

おいて了承されました。

　既に教授会で大学院設置構想委員会

からの中間報告が行われ、平成１６年６月

末の設置申請、平成１７年度開設に向け

て準備室が開設されました。現在、準備

室では、申請書類の作成をはじめ、教育

課程の具体的整備に取りかかっています。

　芸術学部を基礎としながら、「社会状況

に対応した高度な教育・研究」、「専門領

域での高度な研究と分野横断・融合によ

る新たな芸術表現の研究」を設置の趣旨

として、より高度な研究・教育体制を整備

していきます。

就業規則の一部改正

  労働組合との協議により、産前休暇を現

行の６週間から８週間に改めることが決定

いたしました。改正の規則は平成１５年１１

月２８日より施行されます。

進捗状況の報告

　罧原校舎（仮称）は、平成１６年４月の

竣工を目標として、工事を順調に進めて

います。５月には講義室等の各施設を稼

働させる予定のため、現在、関係部署が

準備段階に入っています。また、秋には竣

工を記念して、新校舎を会場としたイベン

トを企画しています。

学生クラブボックスの建設

  現在の学生ホール奥にあるクラブボック

ス（図書館・講堂棟１F）を取り壊し、新た

に北グラウンドへ建設することになりました。

　２階建て（総面積５２３.８m2）、２６室（１室

約１４m2）のクラブボックスと、シャワールー

ムやミーティングルーム、学友会ボックスも

設置予定です。今春から工事を開始し、

夏の完成をめざします。

　なお、クラブボックス移転後に発生する

図書館・講堂棟１Fの跡地スペースについ

ては、学生のための施設を考えています。

現在、学生部関係者を中心に検討を進め

ているところです。

　このクラブボックス建設に伴い、北グラウ

ンドの利用については、少なからず利用制

限が加わることになりますが、西山グラウン

ド（京都市西京区大枝）の整備も視野に

入れながら、今後の活用を考えていきたい

と思います。

短期大学部定員の確定

　短期大学部の入学定員を、現在の２７０

名（臨時的定員１２０名、恒常的定員１５０名）

から、恒常的定員２５０名とする学則変更

の認可申請を行い、平成１５年９月３０日付

けで認可となりました。

　このことにより、平成１６年４月の入学生

から、短期大学部入学定員は２５０名となり

ます。

京都市教育委員会との協定締結

　平成１３年４月の四年制大学開設以来、

本学が重要な政策のひとつとして取組ん

できた「地域社会との連携」をいっそう確

実にするため、平成１５年６月１０日（火）付

で京都市教育委員会との連携協定を締

結しました。

　内容は、京都市立学校・幼稚園での学

生ボランティア活動に関する協定と、相互

の人的・知的資源の交流・活用を図り、教

育活動の活性化を促進するための包括

協定です。本学独自に実施していた地域

社会との連携に関する諸活動が、この協

定により公的に認知されたことになります。

昇任人事

　芸術学部の増田洋助教授が教授に昇

格されました。（文部科学省の８月審査を

経て、平成１５年４月１日に遡及して昇格）

後援活動

　教育後援会では、平成１５年９月２０日（土）

に地区別保護者懇談会（大阪地区）を開

催し、１１月２２日（土）～２３日（日）に開催さ

れた学園祭に対しては、例年通り、学園祭

後援費を補助いたしました。

　また、今後の活動予定として、平成１６

年２月８日（日）に制作展見学を兼ねて保

護者懇談会を開催するほか、３月１９日（金）

には卒業祝賀パーティーを後援会主催の

もと執り行います。保護者の皆様には、各

行事へのご参加をお待ちいたします。

次年度へ向けて

▼１階／附属図書館（完成予想図）

▼２階／学生情報センター（完成予想図）

▼４階／演習室（完成予想図）



京都嵯峨野文化サロン

　京都嵯峨野文化サロンは、嵯峨野の伝

統を探りながら、現代人の美意識に合っ

た新しい文化や芸術を、この地“嵯峨野”

から発信していくことを目指し、旧嵯峨御

所大本山大覚寺と本学が連携して開設

したもので、今年度で発足から二年目とな

ります。

　第二回企画は、「平安人の心を捉えた

梁塵秘抄の世界」をテーマとし、講演に同

志社女子大学教授の朧谷壽氏を、舞と歌

唱に日本今様謌舞楽会を迎えて、２００３年

１０月４日（土）、大覚寺にて開催しました。

　「後白河法皇の人となり」と題し、今様

を好んだ平安時代の人々の生活につい

てユーモアを交えながらお話しいただい

た朧谷氏の講演に惹きつけられた約２００

名の参加者らは、続いて幻想的な月明か

りのもと行われた日本今様謌舞楽会による

舞と歌唱に、とかく忙しい現代社会を忘れ、

優雅なひとときへといざなわれました。

　今後も、嵯峨野の素晴らしい伝統と文

化を継承しつつ、新たなアプローチを加味

した企画を提供していきたいと考えます。

（第三回企画は２００４年１０月の予定）

附属博物館主催の講演会

　２００４年１月２４日（土）まで開催中の第５

回企画展「花留－いけばなの粋－」に伴う

講演会を、２００３年１１月１５日（土）に本学

で開催しました。

　本学の非常勤講師でもある庄司信洲

氏（嵯峨御流華道総司所教授）による「い

けばなの粋」と題した講演は、花材を留め

るための道具“花留”の文化史について、

実際に花留を用いたいけばなを実演しな

がら語られ、参加者は真剣なまなざしでメ

モをとっていました。当日は近畿圏以外か

らも大勢の人々が訪れ、活気のある雰囲

気の中で行われました。

小学校と連携したワークショップ

　附属博物館では、近隣の京都市立嵐

山小学校とともに、第５回企画展「花留－

いけばなの粋－」にちなんだワークショップ

を本学で開催しました。

　同小学校の児童を対象とした「花留を

粘土で作ろう！」（２００３年１１月１５日（土）

に実施）では、恐竜や電車など、既存の

花留にはない造形がこどもたちの豊かな

発想から生まれました。また、同小学校の

父兄を対象とした「花器を粘土で作ろう！」

（２００３年１１月２９日（土）実施）では、粘

土の感触を懐かしみながら、参加者は思

い思いの形につくりあげていました。

　両日ともに短期大学部陶芸研究室の協

力を得て指導を行い、できあがった作品は、

後日、焼成を施してから児童たちのもとへ

届けられました。

　なお、企画展に伴ったワークショップは、

今後も実施していく予定です。

ミュージアムロード２００３

　２００３年１０月３０日（木）に京都市美術

館で開催された京都博物館連絡協議会

主催の「ミュージアムロード２００３／見てふ

れて楽しむ京の博物館」に、京都市域の

小学生への美術鑑賞指導を目的として、

本学から学芸員課程を履修する芸術学

部生約４０名が参加しました。

　博物館がもつ役割のひとつである、将

来の上質な鑑賞者になるこどもたちに鑑

賞の手ほどきをする、という生涯学習の現

場を体験した学生たちは、初めてのことに

試行錯誤しながらも、貴重な経験を積むこ

とができました。

介護老人保健施設への協力

　近隣の介護老人保健施設「ケア・スポ

ット梅津」に、現在、短期大学部２回生と専

攻科生ら５名の作品を展示しています。

　生き生きとして障害者の心にも響くよう

な学生たちの作品を展示したいという同

施設からの依頼を受けて、短期大学部日

本画研究室の北村正己助教授が中心と

なって取り組み、障害を持つ人や高齢者

でも見やすい色や形の作品を選んで貸し

出しを行っています。

　社会協力としての創作活動という新た

な視点を得て、これからも積極的に社会と

の連携を推進していきたいと考えます。

物産の活性化に向けて提案

　短期大学部グラフィックデザイン研究室

では、産学連携の取り組みとして、２００３年

１１月３０日（日）に奈良県吉野町商工会で

吉野町の物産に関して新商品のプレゼン

テーションを行いました。

　自然豊かな吉野町は、日本でも指折りの

桜の名所であり、スギやヒノキ等の材木や

手漉き和紙の産地としても知られています。

今回、こうした吉野町の素材を使った商

品開発の企画を地元企業十数社に向け

て提案。専攻科生・卒業生ら約２０名が毎

月の勉強会で作成した企画書を用いてプ

レゼンを行い、現場の空気を肌で感じる貴

重な体験を得ました。

　土産物から生活グッズ、インテリアにわ

たる提案は「アイデアだけでなく、市場性

を勘案している」と参加企業の関心も高く、

現在、商品化が検討されています。



国際交流活動の推進

短期交換留学生の受け入れ

　２００１年度に短期交換留学制度の協

定を結んだ、スコットランド（UK）のエ

ディンバラ美術大学より、今年度も２名

の短期交換留学生を受け入れました。

１１月７日（金）から、短期大学部日本画

標準コースと生活デザイン標準コース

の実習授業にそれぞれ参加し、制作に

励んでいます。２月には、本学から専攻

科生２名が短期交換留学生としてエディ

ンバラ美術大学へ留学する予定です。

　また、今年度分の受け入れはありま

せんでしたが、２００２年度に短期交換留

学制度の協定を結んだインドのヴィシュ

ヴァバラティ大学へは、夏期休暇中に本

学から２名を送り出しています。

　現在、新たに、オーストラリアのグリ

フィス大学との編入学協定についても

調整を行っている段階にあり、国際交流

を通した学習や進路の幅をさらに広げ

ています。

海外美術研修

　海外美術研修とは、海外の美術・デザ

イン文化に直接触れることによって、本

学で得た知識・理論を検証し、より広い

視野と国際感覚を身につけ、学習の意

欲を高めることを目的とした科目です。

　今年度は南欧の美術研修を実施する

ことになり、年末年始にかけてスペイン

～イタリア～フランスの主要美術館や

歴史的建造物をまわりました。

卒業生の著書紹介

　洋画科１９期生の竹内聡子さん（作家

名：笹シュウ子）が、１０月に共著「ニュー

ヨーク。ちょっぴり泣いた。たくさん笑

った！」をすばる舎より出版されました。

イラストの一部は、同期生の森田多恵

子さんが担当されています。

　なお、竹内さんは、アサヒ・コム（朝日

新聞）のUSA地域情報ページでエッセ

イ「ＮＹデリサラダ」を連載するなどの

活躍をされています。

著書紹介

「ハイド氏の奇妙な犯罪」

　三好郁朗学長が、ジャン＝ピエール・

ノーグレット氏の著作「ハイド氏の奇妙

な犯罪」の訳書を創元推理文庫より出

版されました。R・L＝スティーヴンスン

氏が書いた有名な「ジキル博士とハイ

ド氏」をハイド氏の視点から捉えたパス

ティッシュで、シャーロック・ホームズも

登場するなど意外な展開をみせます。

「考える方法」

　芸術学部観光デザイン学科の森本武

教授が、著作「考える方法《解決の思考・

創造の思考・思考なき思考》」を株式会

社日本デザインクリエーターズカンパ

ニーより出版されました。創造に関わる

人に限らず、より広く“考える”行為に関

心を寄せる人たちに向けて書かれてい

ます。

幅広い分野から講師を招聘

　特別講座は、平常授業では学習でき

ない知識や技能の修得を目的に、授業

の一環として各学科・コースによる主

催のもと実施している公開講座です。

一年間に開講する講座のほぼ全てが全

学および一般を対象としており、学生に

とっては学部学科等の所属枠を越えて

聴講することができるため、貴重な時

間となっています。

　２００３年度は、作家やプログラマー、ク

リエイティブディレクター、観光業界関

係者等、造形分野から観光分野まで各

方面の第一線で活躍されている方々を

講師にお迎えし、前期に４講座、後期に８

講座を開講しました。

　中でも、２００２年度に本学と短期交換

留学制度の協定を結んだインドのヴィ

シュヴァバラティ大学から、ニルマレン

ドゥ･ダス教授を講師に迎えて行われた

「インド、グラフィックアート（版画）及び

ペインティングの現状」と題した講座で

は、日本では見られない表現や技法の

紹介に、参加学生らは強い関心を寄せ

ていました。

　このような国際交流をかねた講座を

はじめとし、学生にとって有意義な講座

はもちろんのこと、地域に開かれた大

学づくりの一環としてますます充実し

た講座をこれからも開講していきます。

伝統技法の再現

　芸術学部造形学科日本画分野の箱崎

睦昌教授を研究代表者として文部科学

省の平成１５年度科学研究補助金が採

択されたことにより、台南市（台湾）に

所在する興済宮および王家一族の宗祠

を中心とした東アジア建造物装飾彩色

の保存修復に関する研究が前進し始め

ました。この研究の中で、同日本画分野

の古画研究工房が、興済宮と王家宗祠

の扉絵を復原模写することになりました。

　調査の結果、興済宮の扉絵の復原模

写には、かつて建造物の彩色下地に使

用されていた「豚血下地」を施した上へ、

同じく伝統的な東洋画技法である「桐

油絵」と「瀝粉貼金」を用いて描くこと

とし、９月下旬には、貴重な研究成果で

ある「豚血下地」による処置をひろく報

道機関に公開しました。

２００３年度後期に開催した特別講座

インド、グラフィックアート（版画）� ニルマレンドゥ
およびペインティングの現状� 　　・ダス氏

私の出会った企業たち� 今坂英一氏

絵を描き続けること� 戸田勝久氏

京都観光の課題と将来について�
西口光博氏

～嵯峨野・嵐山への提案～

Photo-graphy / Scoto-graphy�
石原友明氏

光画と盲画

現代版画論� 木村秀樹氏

Web/media art� 春木祐美子氏

バイオメディアアートの可能性�
胴金裕司氏

～サツマイモは電脳アートの夢を見るか～

２００３年度前期に開催した特別講座

西表島の自然と文化のデザイン� 石垣金星氏

自然は時間とともに真の姿を現すか�野村仁氏

異文化コミュニケーション� 品川芳洋氏

作品と仕事� ヒロ杉山氏



第１回京都学生祭典に参加

　２００３年１０月１１日（土）、平安神宮周

辺にて１０万人余りを集めて開催された

「第１回京都学生祭典」において、本学

では実行委員会を組織して参加しました。

　この祭典は、大学コンソーシアム京

都加盟大学の学生自らが企画運営、営

業宣伝を行ったイベントで、本学は神宮

道にて開催された「JINGU Street 

Student Museum」に参加し、第１部

「University Museum」でグランプリ

を、第２部「大学自慢の阿国自慢」で準

グランプリをそれぞれ受賞しました。

学園祭「嵐芸祭」を開催

　２００３年１１月２２日（土）・２３日（日・祝）

の両日、「燃焼系サガノ式」をテーマに

嵐芸祭を開催し、メインゲストとして２２

日にSILVA & KAY LIVE、２３日に鳥

肌実公演を行いました。鳥肌実公演に

は約１２００名が集ったのを始め、嵐展（学

生作品コンペ）や中庭イベント、クラブ

展示、模擬店、フリーマーケット等が盛

大に行われました。また、教職員による

模擬店も出店し、来場者、学生、教職員

ともに心を燃焼した２日間となりました。

観光に関する学術研究論文の入賞

　（財）アジア太平洋観光交流センター

主催の「第９回観光に関する学術研究

論文」において、芸術学部観光デザイン

学科の３回生１５名による共同論文「観

光地におけるリスクマネージメントに関

する研究－関西SARS騒動を題材に－」

が奨励賞を受賞。研究者や博士・修士

課程者が主たる入賞者の中、学部生に

よる入賞は始まって以来とのことです。

ボルネオ島エコツアー体験記を出版

　本学観光デザイン研究センターより、

芸術学部観光デザイン学科の学生たち

による企画・デザイン・編集の著作「ア

ラム　ラグ」が出版されました。エコツ

ーリズムの在るべき姿を模索し、提言し

ていくための第一歩として、マレーシア・

ボルネオ島エコツアー研修から学んだ

ことを体験記としてまとめています。

購入のお申込みは同センターまで。

「JUICY UFO」放送開始

　学生有志とミニFM局「京都三条ラジ

オカフェ」の共同企画によって制作さ

れたラジオ番組「JUICY UFO」が現在

オンエア中です。

　学生スタッフが日夜マイクを携帯し、

近所の生き物の声や環境音、インド音

楽等の音素材を集めながら制作しました。

保健室の先生の不思議な魅力に迫る実

験的ドキュメンタリ－「保健室の先生」や、

お風呂のドラマ「ベティ－」等、多彩なプ

ログラムを用意しています。放送は、京

都三条ラジオカフェ（FM７９．７MHｚ、京

都市街地で聴取可能）で１２月１９日から

２月１３日までの毎週金曜日（１月２日除く）

２１：００から３０分間です。アートとしての

「音」を、どうぞお楽しみください。

JAGDA新人賞展

　１０月１６日（木）～１９日（日）に、日本

グラフィックデザイナー協会京都の企画

による「JAGDA新人賞展２００３京都巡

回展」が開催されました。

　３０代の中堅デザイナー、柿木原政広・

林規章・水野学の３氏による多彩な作品

からは、デザインの実戦的な現場が具

体的に示され、学生には制作や就職・進

路に向けての効果的な刺激となったよ

うです。また、会期中、JAGDAワンデ

ースクールが、資生堂のデザインで知

られる仲條正義氏を迎え、本学の鯛天

成雄教授、大西治雄講師も交えたトー

クショー形式で催されました。プロから

学生まで共にデザインに生きる同志と

して親しみやすい交流の場となりました。

デザイン専攻科作品展

　１１月１１日（火）～１８日（火）に、短期

大学部専攻科デザイン専攻１・２回生の

選抜作品展を開催しました。グラフィッ

クポスターから生活用具まで、ジャンル

や表現する内容は異なるものの、それ

ぞれが設定したコンセプトのもと、豊か

な感性でつくりあげた作品が並びました。

TRANSLABO

　異なる領域を横断的に結び、その研

究の過程と成果を発表する試みとして

「TRANSLABO」を計画。１１月２６日（水）

～２９日（土）に展覧会を開催して、４日

間の会期に約１２０名の来場者を得ました。

　ナムジュンパイク美術館や南方熊楠

研究所の設計競技への応募案や、大東

建託株式会社商品企画部と観光デザイ

ン学科藤木庸介研究室による低層／中

層集合住宅デザイン企画開発の建築計

画案、島津製作所航空機器事業部と造

形学科メディアアート分野とのヘッドマ

ウントディスプレイに関する共同研究等、

一見個々のつながりは理解しにくいよ

うに見えますが、異領域を専攻する学

生や教職員、一般来場者との相互交流

を含めて、それぞれの表現活動や研究

の可能性を大きく開き、新たな領域横

断の芽を得たことと思います。

マイカメラ・マイスタイル・マイフォト展

　本学の教職員による写真展を１２月２

日（火）～１７日（水）に開催しました。“こ

だわりのカメラ、こだわりの撮影スタイル”

をコンセプトに、第２回を迎えた今年は「モ

ノクロームでいこう！」のテーマのもと、

１２名が参加しました。白黒写真の中に

広がる、それぞれ独自の視点で捉えた

世界が、観る者を魅了しました。

各方面で在学生が活躍中



卒業・修了式ならびに制作展授賞式

　平成１５年度京都嵯峨芸術大学短期

大学部の卒業・修了式と、制作展受賞者

への授賞式を下記のとおり執り行います。

日時…２００４年３月１９日（金）

　　　制作展授賞式１０：３０～

　　　卒業・修了式１１：００～

会場…講堂（図書館講堂棟４階）

同窓会報発行と総会の開催

　同窓会では、会報「晨」第４号を１月に

発刊し、制作展のご案内とともに同窓

会会員にお届けします。

　また、例年どおり、大学の制作展にお

いて卒業生特別賞ならびに投票者賞の

選出を行います。２/４（水）～８（日）の

会期中に卒業生のみなさまから投票し

ていただき、２/８（日）に開催する総会・

懇親会において集計作業を行います。

第５回企画展『花留－いけばなの粋』

　現在、附属博物館では、花材を花器

に留めるための用具「花留（はなどめ）」

の変遷をたどり、その造形美に注目し

た展覧会を開催しています。

会期…１０/２８（火）～１/２４（土）

第６回企画展『草原の国「モンゴル」

の造形　―異文化を知る　―』

　次回の企画展では、異国の地へ目線

を広げ、モンゴルの民具に着目します。

また、会期中は、ギャラリーや図書館等

でも関連企画を予定しています。

会期…４/１（木）～６/３０（水）

　第５回・第６回企画展ともに、開館時間

は１０：００～１８：００（最終日１７：００迄）、休

館は毎月曜日（祝日の場合、翌火曜）です。

お問合せは附属博物館（TEL.０７５-８６４-

７８５２）まで。

京都嵯峨芸術大学広報

　芸術学部・短期大学部ともに推薦入

試を終えて、新年を迎えてからは、いよ

いよ一般入試が始まります。

　今年度から新たに、大学入試センタ

ー試験を利用した入試を観光デザイン

学科で実施します。センター試験での２

教科（２科目）受験に加え、本学におい

て面接試験を行う選抜方式となります。

［入試課］　TEL.０７５-８６４-７８７８（直）

nyushi@kyoto-saga.ac.jp

教員の活動情報（展覧会、講演）

１月～３月の展覧会スケジュール

　附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」

では、下記の展覧会を予定しています。

詳細については、附属施設課（TEL.０７５-

８６４-７８６０）までお問合せください。

◎１/１３（火）～１/１７（土）

　「観光デザイン学科ドローイング展」

◎１/２７（火）～２/１（日）

　「大植基正展」

◎２/７（土）～２/１３（金）

　「短期大学部進級制作展（生活デザイン）」

◎２/１７（火）～２/２９（日）

　「研究生展」

　※２/２３（月）・２６（木）・２７（金）休館

◎３/２（火）～３/７（日）

　「グラフィックデザイン卒業生・デザイン専攻科展」

なお、大学行事などにより、会期や休館

日が変更になる場合があります。ご了

承ください。

第 ６ 号

２００４年１月９日発行

編集●京都嵯峨芸術大学　企画広報室

発行●学校法人大覚寺学園　京都嵯峨芸術大学

〒６１６-８３６２　京都市右京区嵯峨五島町１番地

TEL.０７５-８６４-７８５９

FAX.０７５-８８２-７７７０

http://www.kyoto-saga.ac.jp

info@kyoto-saga.ac.jp

印刷●株式会社　石田大成社※非常勤教職員、その他の情報は本学のWEBサイトをご覧ください。
※期間、展覧会名、会場、出展者〈所属〉の順に記載（敬称略）。また、記載内容は変更する場合もございますので、ご了承ください。

展覧会
１２/１７～１/１６�第３５回日展京都巡回展� 京都市美術館� 辻信夫、吉水絹代〈染織〉
１/２～１/１３� 日本画対洋画「美の競演その未来」�三越新潟店� 林潤一〈日本画〉
１/１１～１/３１�竹のデザインフィンランド+日本� フィスカース市（フィンランド）� 金氏脩介〈観光デザイン〉
１/２０～２/１� 創生へのパトス展� ギャラリー賛（京都）� 入佐美南子〈油画〉
１/２４～３/３� 「DOMANI・明日」展２００４� 損保ジャパン東郷青児美術館（東京）�土手朋英〈日本画〉
１/２４～２/８� 京都府美術工芸新鋭選抜展２００４新しい波�京都府立文化博物館� 日野田崇〈陶芸〉
１/２７～２/１� 日本画の巨匠たち� 静岡県立美術館県民ギャラリー�林潤一〈日本画〉
２/２～２/１４� Ceramic Site ２００４� ギャラリー白（大阪）� 日野田崇〈陶芸〉
２/３～２/８� 二科京滋支部会員・会友展� 京都府立文化芸術会館� 入佐美南子〈油画〉
２/１３～３/２１�現代の水墨画２００４－墨の可能性と新たなる創造�富山県水墨美術館� 箱崎睦昌〈日本画〉
２/２５～３/１� 春季創画展� 日本橋高島屋（東京）� 土手朋英〈日本画〉
２/２５～２/２９�竹のデザインフィンランド+日本� キートス（京都）� 金氏脩介〈観光デザイン〉
３/３～３/８� 春季二科展� 松阪屋銀座店(東京) � 黒川彰夫〈洋画〉、
同上� � � 瀧澤賢福〈混合表現〉
３/６～３/１４� ミニアチュール「私の一点」展� ギャラリー三条（京都）� 加藤明子〈造形基礎〉
３/１６～３/２８�アーティストによるジュエリー展� ギャラリーみつはし（京都）� 平松國和〈彫刻〉
３/２９～４/３� 染織展� 弘益大学校ギャラリー（韓国）� 吉水絹代〈染織〉

その他
２月下旬� 草魚バスターズ� 大覚寺大沢池（京都）� 真板昭夫〈観光デザイン〉
３/４～３/１１� 長江上流域環境教育林建設事業・環境改善活動�長江上流域農村部（中国）� 山村高淑〈観光デザイン〉

２００４年度入学試験日程
試験種別� 出願期間� 試験日� 試験会場� 合格発表

京都嵯峨芸術大学
一般（前期）� １/１３（火）～１/２６（月）持参日１/２７（火） �２/２（月）� 本学・東京・岡山�２/６（金）

海外帰国生入学特別選抜�１/１３（火）～1/２６（月）持参日１/２７（火） �２/２（月）� 本学� ２/６（金）

社会人入学特別選抜� １/１３（火）～1/２６（月）持参日１/２７（火） �２/２（月）� 本学� ２/６（金）

センター試験利用［観光デザイン学科］�２/２（月）～２/１６（月）持参日２/１７（火） � ２/２７（金）�本学（面接のみ）�３/５（金）

一般（中期）［造形学科］�２/５（木）～２/２０（金）持参日２/２３（月） �２/２７（金）�本学� ３/５（金）

一般（後期）� ３/５（金）～３/１６（火）持参日３/１７（水） �３/２１（日）�本学� ３/２６（金）

京都嵯峨芸術大学短期大学部
一般（前期） � １/６（火）～１/１９（月）持参日１/２０（火） � １/２５（日） �本学・東京・岡山�１/３０（金） 

一般（中期） � ２/５（木）～２/２０（金）持参日２/２３（月） �２/２６（木） �本学� ３/５（金） 

社会人入学特別選抜（後期）� ２/５（木）～２/２０（金）持参日２/２３（月）� ２/２６（木） �本学� ３/５（金）

一般（後期）（自己表現） �３/５（金）～３/１６（火）持参日３/１７（水） �３/２０（土） �本学� ３/２６（金） 
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